
議会報告会報告書 

開 催 日 時 平成 31年 4月 16日（火）午後 7時 00分～8時 30分

開 催 場 所 神戸地区市民センター

出 席 議 員

大平 勇、松本 一孝、市野 幸男、楠谷 さゆり、西口 真理、

海住 恒幸、中島 清晴

司会進行者 海住 恒幸

報 告 者 楠谷 さゆり、西口 真理

記 録 者 松本 一孝

参 加 人 数 14名

主な質疑応答

意見・要望等

別紙のとおり。

松阪市議会議長 中 島 清 晴 様

   平成 31年 4月 19日
  議会報告会実施要綱第 8条の規定により提出します。
                       議会報告会第 2班
                       代表者 大平 勇



【第 1部の主な質疑応答・意見等】 

問 配布する資料で、全国、他市など松阪市と比較する金額や数字、また率などがあれば

分かりやすく思うが。 

答 今後、そのような形で出来る物があれば考えていきたい。 

問 昨年、保育園の統廃合の話が出ていたがどのようになっているのか。 

答 地域にあった考え方があり、地元の声を聞き、進めている。 

問 災害発生時、避難所まで行くには体力が必要であり、体力保持の運動を地域の集会所

で行っているが、場所が狭く、やりずらい。市のほうで何とか広くできないのか。 

答 検討課題ではあるが、地域の問題として運動の回数や場所を増やすなど工夫をしても

らってはどうか。 

問 今回の議会の中で、障がい者の問題は無いように思われるが議論しているのか。 

答 今回のパワーポイントに障がい者関係の項目はないが、民生費で社会的弱者対策の中

で議論している。 

問 保育士を増やすとあるが、保育士を増やすより待機児童があることを先に解決せねば

ならないのではないか。 

答 双方とも重要な問題であり、議会でも課題として取り上げている。 

問 空き家問題で、住める空き家の活用方法はどのように考えているか。 

答 喫緊の課題であるのは承知しているが、民事のことでもあり難しい面もある。 

  空き家バンク等あるが今後も重要課題として 5か年計画がありこれに期待したい。 

第 2部【住みよいまちづくりについての主な質疑・意見】 

問 自治会と住民協議会が一本化するとなっているが議会ではどのように考えているか。 

答 議会でも代表質問があり、その中で、31 年度に市長がまとめると答えているので、そ

れに期待をしている。 

意見 自治会と住民協議会との整合性が取れるようお願いしたい。 

問 浸水対策で対象となっている河川以外でも浸水があるが、それについてはどうか。 

答 対象となる河川以外は、予算など優先順位もあり、今後の課題として議論していきた

い。 

問 食肉流通センターの環境等、今後の方向性はどうなっているか。 



答 県中心など近隣の自治体も関わる事で、市単独では決められないが課題でもある。 

問 自立に関して障がい者は、経済的余裕も有益な情報も貧しい、議会としてはどういう

考えか。 

答 社会問題でもあり、事例も参考にして総合的に考えなければならない。 


